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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期
第３四半期
累計期間

第43期
第３四半期
累計期間

第42期

会計期間
自令和２年８月１日
至令和３年４月30日

自令和３年８月１日
至令和４年４月30日

自令和２年８月１日
至令和３年７月31日

売上高 （千円） 3,516,321 4,268,124 5,746,666

経常利益 （千円） 449,016 839,778 1,044,772

四半期（当期）純利益 （千円） 322,406 584,097 755,822

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,663,687 1,663,687 1,663,687

発行済株式総数 （株） 8,042,881 8,042,881 8,042,881

純資産額 （千円） 8,975,830 9,596,745 9,410,203

総資産額 （千円） 11,683,430 12,885,810 12,069,869

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 40.13 72.71 94.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 30.00

自己資本比率 （％） 76.8 74.5 78.0

 

回次
第42期
第３四半期
会計期間

第43期
第３四半期
会計期間

会計期間
自令和３年２月１日
至令和３年４月30日

自令和４年２月１日
至令和４年４月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 16.35 25.19

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首

から適用しており、当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、

当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による事業への影響については、今後も注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、第１四半期会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年3月31日。以

下「収益認識会計基準」という。）等を適用しております。経営成績の状況における前年同期との比較、及び財政

状態の分析における前事業年度末との比較については、当該会計基準等を適用する前の前会計年度の数値を用いて

比較しております。

 

(1) 経営成績の状況

当第３四半期累計期間における世界経済は、先進国を中心とした新型コロナウイルスワクチン接種の進展と積

極的な経済対策に支えられて力強い回復が見られたものの、急回復した需要の増加に供給が十分に追いつかない

状態となり、世界的な部材不足や物流の目詰まりといった供給制約の問題が発生いたしました。更にウクライナ

情勢を受けた資源価格の高騰等、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

半導体等電子部品業界におきましては、当社の関わる化合物半導体及び電子部品製造装置の販売マーケットに

おいて５Ｇ（第５世代移動通信システム）の立ち上がりを背景にしたスマートフォン向けや自動車向けセンサー

などの電子部品分野、あるいはＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems＝微小電気機械素子）といった先

端分野での研究開発投資が幅広い企業で進み、本格生産への移行が着実に進んでおります。加えて、新しい生活

様式の浸透によるオンライン化が急速に進んでいることにより、半導体等電子部品製造装置の需要は拡大してお

ります。

このような状況の下、当社ではオプトエレクトロニクス分野では通信用レーザーや光導波路用途、電子部品・

ＭＥＭＳ分野では高周波デバイス、パワーデバイス、量子デバイス、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide

Semiconductor＝相補性金属酸化膜半導体）センサー用途、シリコン分野では欠陥解析用途、表示デバイス分野

ではＶＲディスプレイ用途、その他分野では、医療・バイオテクノロジー用途向けの製造装置の販売実績があり

ました。また、新規事業（ヘルスケア事業）の創出に向けた技術開発への取り組みや、水蒸気を用いたプラズマ

処理装置であるAqua Plasma（アクアプラズマ）洗浄装置の拡販による新たな事業領域の拡大に注力いたしまし

た。

その結果、当第３四半期累計期間における業績は、売上高が4,268百万円（前年同期比21.4％増）、営業利益

は759百万円（前年同期比84.7％増）、経常利益は839百万円（前年同期比87.0％増）、四半期純利益は584百万

円（前年同期比81.2％増）となりました。

 

主な品目別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社は半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業

の単一セグメントであるためセグメント毎の記載はしておりません。

（ＣＶＤ装置）

オプトエレクトロニクス分野や電子部品分野、シリコン分野の研究開発向けの販売が伸び、売上高は815百万

円（前年同期比125.2％増）となりました。

（エッチング装置）

シリコン分野の欠陥解析用途の販売は伸びましたが、電子部品分野やオプトエレクトロニクス分野の大型の生

産機の出荷を第４四半期に控え、売上高は1,752百万円（前年同期比4.2％減）となりました。

（洗浄装置）

オプトエレクトロニクス分野、実装・表面処理分野、表示デバイス分野などで幅広い用途への販売があり、拡

販に注力しているアクアプラズマも寄与しましたが、大型機が伸びず、売上高は312百万円（前年同期比31.1％

減）となりました。

（その他）

既存装置のメンテナンスや部品販売、装置の移設・改造などの需要拡大により、売上高は1,387百万円（前年

同期比59.2％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、8,279百万円で前事業年度末に比べ565百万円増加いたし

ました。売掛金及び契約資産が868百万円減少した一方、棚卸資産が771百万円、現金及び預金が561百万円増加

したのが主な要因であります。

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、4,605百万円で前事業年度末に比べ250百万円増加いたし

ました。現研究開発センター隣接地の取得により土地が221百万円、繰延税金資産が68百万円増加したのが主な

要因であります。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,282百万円で前事業年度末に比べ460百万円増加いたし

ました。未払法人税等が53百万円減少した一方、収益認識会計基準等の適用に伴い契約負債が431百万円増加し

たのが主な要因であります。

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、1,007百万円で前事業年度末に比べ168百万円増加いたし

ました。長期借入金が153百万円増加したのが主な要因であります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、9,596百万円で前事業年度末に比べ186百万円増加いたしま

した。繰越利益剰余金が306百万円減少した一方、別途積立金が500百万円増加したのが主な要因であります。自

己資本比率は74.5％と前事業年度末に比べ3.5ポイント低下いたしました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発費の金額は、190百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第３四半期累計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（令和４年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（令和４年６月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,042,881 8,042,881
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 8,042,881 8,042,881 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

令和４年２月１日～

令和４年４月30日
－ 8,042,881 － 1,663,687 － 2,079,487

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（令和４年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    令和４年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

－ －
普通株式 10,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,010,200 80,102 －

単元未満株式 普通株式 22,581 － －

発行済株式総数  8,042,881 － －

総株主の議決権  － 80,102 －

 

②【自己株式等】

    令和４年４月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

サムコ 株式会社

京都市伏見区竹田

藁屋町36番地
10,100 － 10,100 0.13

計 － 10,100 － 10,100 0.13

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（令和４年２月１日から令和４

年４月30日まで）及び第３四半期累計期間（令和３年８月１日から令和４年４月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 3.24％

売上高基準 10.36％

利益基準 36.65％

利益剰余金基準 1.61％

※売上高基準及び利益基準は一時的な要因で高くなっておりますが、重要性はないものと認識しております。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和３年７月31日)
当第３四半期会計期間
(令和４年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,826,002 5,387,191

受取手形 10,672 76,708

電子記録債権 41,176 169,494

売掛金 1,858,335 －

売掛金及び契約資産 － 989,714

仕掛品 679,474 1,324,644

原材料及び貯蔵品 171,191 297,483

前払費用 15,261 17,849

その他 112,646 16,931

貸倒引当金 △199 △126

流動資産合計 7,714,562 8,279,891
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和３年７月31日)
当第３四半期会計期間
(令和４年４月30日)

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,092,273 1,095,951

減価償却累計額 △768,498 △793,011

建物（純額） 323,774 302,940

構築物 26,536 26,536

減価償却累計額 △24,748 △24,863

構築物（純額） 1,787 1,672

機械及び装置 762,424 764,976

減価償却累計額 △707,556 △726,321

機械及び装置（純額） 54,867 38,655

車両運搬具 55,024 55,024

減価償却累計額 △48,155 △50,482

車両運搬具（純額） 6,868 4,541

工具、器具及び備品 240,913 243,045

減価償却累計額 △216,398 △224,016

工具、器具及び備品（純額） 24,514 19,029

土地 3,231,918 3,453,567

リース資産 50,790 50,790

減価償却累計額 △46,775 △49,029

リース資産（純額） 4,014 1,760

建設仮勘定 1,076 1,927

有形固定資産合計 3,648,823 3,824,095

無形固定資産   

電話加入権 2,962 2,962

水道施設利用権 424 213

リース資産 5,226 2,678

無形固定資産合計 8,613 5,854

投資その他の資産   

投資有価証券 305,047 299,496

関係会社株式 25,207 25,207

出資金 5,000 5,000

関係会社長期貸付金 23,565 19,935

繰延税金資産 100,662 169,447

差入保証金 78,158 76,641

保険積立金 158,925 179,066

その他 1,302 1,175

投資その他の資産合計 697,869 775,969

固定資産合計 4,355,307 4,605,919

資産合計 12,069,869 12,885,810
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(令和３年７月31日)
当第３四半期会計期間
(令和４年４月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 646,532 702,201

短期借入金 700,000 700,000

１年内返済予定の長期借入金 － 39,996

リース債務 6,403 4,082

未払金 125,178 92,756

未払費用 37,407 39,692

未払法人税等 175,929 122,685

契約負債 － 431,591

預り金 34,225 22,374

賞与引当金 23,100 54,756

役員賞与引当金 30,000 20,731

製品保証引当金 18,400 16,200

その他 24,036 34,985

流動負債合計 1,821,212 2,282,053

固定負債   

長期借入金 － 153,338

リース債務 2,838 356

長期未払金 227 28

退職給付引当金 460,095 470,752

役員退職慰労引当金 375,291 382,536

固定負債合計 838,452 1,007,012

負債合計 2,659,665 3,289,065

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,663,687 1,663,687

資本剰余金   

資本準備金 2,079,487 2,079,487

資本剰余金合計 2,079,487 2,079,487

利益剰余金   

利益準備金 59,500 59,500

その他利益剰余金   

別途積立金 3,867,000 4,367,000

繰越利益剰余金 1,590,547 1,283,624

利益剰余金合計 5,517,047 5,710,124

自己株式 △12,184 △12,238

株主資本合計 9,248,037 9,441,060

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 162,165 155,685

評価・換算差額等合計 162,165 155,685

純資産合計 9,410,203 9,596,745

負債純資産合計 12,069,869 12,885,810
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　令和２年８月１日
　至　令和３年４月30日)

当第３四半期累計期間
(自　令和３年８月１日
　至　令和４年４月30日)

売上高 3,516,321 4,268,124

売上原価 1,705,028 2,185,163

売上総利益 1,811,292 2,082,960

販売費及び一般管理費 1,400,027 1,323,358

営業利益 411,264 759,602

営業外収益   

受取利息 683 296

為替差益 31,217 67,806

補助金収入 1,427 1,595

雑収入 8,031 13,288

営業外収益合計 41,359 82,986

営業外費用   

支払利息 2,671 2,810

売上割引 774 －

雑損失 161 －

営業外費用合計 3,607 2,810

経常利益 449,016 839,778

税引前四半期純利益 449,016 839,778

法人税等 126,610 255,681

四半期純利益 322,406 584,097
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【注記事項】

（会計方針の変更）

① 収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスを顧客に移転することにより履行

義務を充足した時点で、当該財またはサービスの顧客への移転と交換に権利を生むと見込まれる対価の額を収益

と認識しております。

半導体等電子部品製造装置の販売において、従来は、国内販売においては装置の出荷時に、輸出販売において

は輸出通関時に収益を認識しておりましたが、この適用により、「装置の引渡し」と「装置の設置に関連する役

務（据付、立上げ、調整等）の提供」を別個の履行義務として識別し、それぞれの履行義務が充足された時点に

て収益を認識することといたしました。具体的には、「装置の引渡し」については、国内販売においては装置の

出荷時に、輸出販売においては主に輸出通関時に収益を認識し、「装置の設置に関連する役務（据付、立上げ、

調整等）の提供」については検収時に収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は191,977千円増加し、売上原価は232,602千円増加し、営業利益、

経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ93,815千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

150,037千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「売掛

金」は、第１四半期会計期間より「売掛金及び契約資産」に、「流動負債」の「その他」に含めておりました

「前受金」は、第１四半期会計期間より「契約負債」に含めて表示しております。なお、収益認識会計基準第

89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法により組替えを行っておりませ

ん。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 令和２年３月31日）第28-15項に定め

る経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

 

② 時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 令和元年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期財務諸表に与える影響は

ありません。

 

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りに

ついて）に記載した感染症の今後の影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 令和２年８月１日
至 令和３年４月30日）

当第３四半期累計期間
（自 令和３年８月１日
至 令和４年４月30日）

減価償却費 70,173千円 58,349千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自令和２年８月１日 至令和３年４月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和２年10月16日

定時株主総会
普通株式 200,824 25.00 令和２年７月31日 令和２年10月19日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自令和３年８月１日 至令和４年４月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

令和３年10月22日

定時株主総会
普通株式 240,983 30.00 令和３年７月31日 令和３年10月25日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、半導体等電子部品製造装置の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

地理的区分並びに製品及びサービスに分解した収益の情報は以下のとおりであります。

 

当第３四半期累計期間（自令和３年８月１日　至令和４年４月30日）

（単位：千円）

 装置引渡し売上高 装置検収売上高 サービス等売上高 合計

（地理的区分）     

日本 1,635,357 178,023 1,189,005 3,002,386

アジア 736,490 127,473 135,240 999,204

　台湾 2,484 10,750 50,010 63,244

　中国 391,834 85,156 22,750 499,741

　韓国 202,869 － 25,857 228,726

　その他 139,302 31,567 36,621 207,491

北米 92,579 32,229 57,480 182,290

欧州 11,513 34,273 5,308 51,095

その他 33,034 － 113 33,147

合計 2,508,976 371,999 1,387,149 4,268,124

     

（製品及びサービス）     

ＣＶＤ装置 715,747 100,022 － 815,769

エッチング装置 1,522,173 230,486 － 1,752,659

洗浄装置 271,055 41,491 － 312,546

部品・メンテナンス － － 1,387,149 1,387,149

合計 2,508,976 371,999 1,387,149 4,268,124

（注）収益認識会計基準等の適用により、「装置の引渡し」の履行義務充足による売上高を「装置引渡し売上高」、「装

置の設置に関連する役務（据付、立上げ、調整等）の提供」の履行義務充足による売上高を「装置検収売上高」と

して記載しております。また、パーツ販売、改造・保守サービスに関する売上高を「サービス等売上高」として記

載しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 令和２年８月１日
至 令和３年４月30日）

当第３四半期累計期間
（自 令和３年８月１日
至 令和４年４月30日）

１株当たり四半期純利益 40円13銭 72円71銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 322,406 584,097

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 322,406 584,097

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,032 8,032

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和４年６月13日

サムコ 株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人

京都事務所

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 羽津   隆弘

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 山中   智弘

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサムコ 株式会社

の令和３年８月１日から令和４年７月31日までの第43期事業年度の第３四半期会計期間（令和４年２月１日から令和４年

４月30日まで）及び第３四半期累計期間（令和３年８月１日から令和４年４月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サムコ 株式会社の令和４年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務
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諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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